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静岡県の更新統産のノコギリガザミについて

ネす 岡 健 作

Pleistocene Remains of the Portunid Crab, Scylla serrata 

(FORSKλL), from Shizuoka Prefecture 

Kensaku孔foRAOKA

Abstract 

Four specimens of portunid crab in the Pleistocene were obtained from the 

Kusanagi and Furuya muds in Shizuoka Prefecture. Two of them are movable 

fingers, and two others are immovable ones of chelip巴ds. The present specimens 

resemble closely a living species, Scylla serrata ( FoRSKAL) in a few points, 

specifically, in having the robust fingers and the arrangement of blunt teeth on 

the pr 

stronger than the living speci巴s.

1. はじめに

本邦産カニ類化石はこれまでにかなり産出していると思われるが，その報告は少なL、。

その理由として，カニ類の甲殻は石灰化の程度が低く，比較的薄い殻で形成されているの

で外圧に弱く，損傷や変形がおこりやすいため，産出した多くの化石は 甲殻や胸脚など一

部分であり， 種を同定するに至らないことがあけ、られる。

ここに報告する静岡県更新統産のカニ類標本4点は鉛脚の不完全標本ではあるが，現生

標本の鉛脚鉄部と比較した結果，以下に述べる種々の特徴から ノコギサガザミ Scylla

Serrata ( FoRSKAL）に同定し得たのて＼ここにその資料を取りまとめた。

2. 化石標本の錯脚欽部の形態

共産貝化石

右鉛脚欽部可動指（図3, a；図版 1, a～c) 

静岡県清水市草薙神社西約lOOm宅地造成地 （北緯34°59131ぺ 東経138°271

18つ（図 1, a）。

草薙泥層 （上位の小鹿探層の基底より約7m下位層準のシルト層〉（図2,

A）。

Pecten (Notovo！α〉αlbicans( ScHRbTER), Mac Jina (M.) inc mgrua 

(v. MARTENs), Batillaria multi/Jr mis ( LrsCHKE). 

時 代 更新世中期（土， 1974による〉。
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図1. 錯脚化石産出地点（×印） ; a，静岡県清水市草薙（草薙泥層） ；b，静岡県小笠郡小笠町ー（古谷

泥層〉。 地形図は2.5万分の1' 「静岡東部」および 「相良J。
Fig. 1. Maps showing the localities (x〕 forthe chelae of fossil crab from Pleistocene beds 

in Shizuoka Prefecture. (Topographical maps “1/25, 000" Shizuoka Tobu (a) and 

Sagara (b)). 
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面は幅広い。 歯は基部から末端にかけて10歯列生する。このうち， 基部の第1歯は臼歯状

で最も大きく，その長さは可動指の基部から末端までの長さのほぼ%を占めている。第2

1濁から第10歯にかけての歯はいずれも第 1歯と比べて発達は著しくなL、。 これらのうち，

第3，第5歯は丸味を帯び，臼歯状を呈している。 末端の第9，第10歯はやや摩滅し， 最

も小さL、。

右錯脚鉄部可動指 （図3, b；図版 l, d-f)。

左錯脚欽部不動指の末端部分（図3, c，図版 l, g）。

右錯脚欽部不動指の末端部分（図3, d；図版 l, h）。

静岡県小笠郡小笠町古谷原の南約500mの崖 （海抜130m）。（北緯34°42’51"
東経138°8’13つ〈図 l,b）。

古谷泥層 （古谷泥層基底より約lOm上位層準のシルト層〉（図2,

第 2標 本

第 3標 本

第 4標 本

産 地

B）。

ScHENCK et REINHARDT, Anadarα（Tegillarca〕gra nosαbisenensis 

Batillariαmultiformis ( L1sCHKE). 

産出 地層
および層準

共産化石

＼ 

＼ 、

図2. 草薙泥層（A）および古谷
泥層（B〕の地質柱状図。
l，砂礁岩；2，砂岩；3，シ
ノレ ト岩； 4，泥炭； 5，サン

ドパイプ；6，鉛脚欽部化石
産出地点。（土・池谷〔1970,
1971〕の調査資料より作成〉。

Fig. 2. Geological columnar 

S巴ctionsof the Kusanagi 

mud (A) and Furuya mud 

(B) in Shizuoka Prefecture. 

L conglomerate; 2, sand・ 

stone; 3, siltstone; 4, peat; 

5, sand-pipe; 6, positions 

of samples collected. 
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区J3. 化石標本の可動指および不動指の測定値。a，右欽部可動指，第l標本（草薙泥層産）; b，右
欽部可動指，第2標本 （古谷泥層産〕； c，左欽部不動指，第3標本（古谷泥層産）; d，右鉄部
不動指，第4標本（外側面，古谷泥層〉。

Fig. 3. Diagram showing the m巴asurm巴ntsof movable and immovabl巴fingersin the specimens 

of fossil era b. 

｜時代

採集者

採集年月日

更新世中期 （Tsuchi,1958による〉．

池谷仙之（神奈川県立博物館へ寄贈〕

1971年11月12日

本産地から 3点採集されたが3 いずれも釦脚の鉄部の一部である。 これらのうち， 第2

標本は最も大きい。 背面にあたる部分は溝のある位置まで欠損しているが， 岐合面は完全

で歯とともに保存されており，特徴をよくつかむことができる。基部から末端までの長さ

は直線的に測って55.?mmである。 基部は肥大し，その内側縁から外側縁にかけての厚みは

18.0仰である（図3,b〕。｜：！交合面には大小のl密が基部から末端にかけて列生しp その数は

10歯である。これらの歯の形態、並びに配列は草薙泥層産の標本とよく 一致する。

第3標本は左鉛脚掌節の不動指の末端部分で， 中央部から基部にかけては欠損している。

校合面の歯はよく保存されており，かなり特徴をつかむことができる。 日皮合面の長さは直

線的に測って28.0仰である（図3, c）。歯は8歯で，欠損部に最も近い2iおは五角形をな

し，他の歯よりも大きし、。

第4楳本は右鉛脳l掌節の不動指の末端部分である。 日交合面の長さは直線的に測って全長

27. Immで（図3, d），第3標本とほぼ同じ長さである。しかし，木楳本は前者よりも著し

く肥大している。 歯はやや摩滅するが， 8歯認められ，欠損部に最も近い1歯は乳頭状を

呈し，他と比べて大きL、。
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3. 現生種の鉛脚欽部の形態

今までに，ノコギリガザミ の鉛j凶l欽白Jlの外部形態及びその個体変異について詳細に扱っ

た報告はない。 ここでは本化石標本と比較するうえで，2例のみではあるが，三重県鳥羽

沖の雌1個体（甲長144m冊，甲幅223mm）と静岡県浜名湖産の雄1個体（甲長85伽，甲1隔126

脚〉（図版2' 3〕を材料として用い，その欽部の歯の形態観察を行った。

鳥羽産の標本では，主甘l出］の掌節は左右いずれも強大であるが，特に右は著しく肥大して

L、る。右可動指の日交合面の歯は111歯で， 基部第1歯は最も大きく臼歯状を呈する。第21者

以下はいずれも第1歯より小形であるが，これらのうち，第3，第5歯は他歯よ りやや大

きし、。右不動指の岐合商の歯は 91密で， 第2，第3，第4歯は他歯よりも大きL、（図版2,

a, b）。 左鉛脚の可動指のl攻合面の歯は111淘で，基部第1歯は最も大きいが3 右のそれと

比べて小形である。左不動指の歯は 9t却で，右の不動指と同様第2から第4歯が最も大き

い（図版2'c）。

浜名湖産の標本では， 鈎脚は左右不相称で左が大きが， 可動指基部の肥大の度合いは鳥

羽産と比較して著しくはなL吋図版2,d,e;3,b）。岐合箇の歯数は左可動指では13歯，

左不動指では11歯，右可動指では15歯， 右不動指では12歯である。 これらの歯数は鳥羽産

と比較し；てやや数が多いが，いずれも末端部の小歯の数の多少の相違のみで， 基本的には

歯の配列は一致している。

4. むすび

本報告の化石標本の釦脚鉄部の外部形態は鳥羽産のそれと比べて， 1）右鉛脚が肥大し，

その可動指の基部第1歯は臼歯状。2）右可動指の岐合面の歯数ならびに配列。3）左不動

指の末端部の歯の配列等はL、ずれもよく 一致している。 しかし，木化石標本は現生標本と

相違して右可動指の腹面への湾｜曲の度合いが強く ，さらにその基部は著しく肥大している。

したがって，その外部形態は必ずしも現生襟本とは一致しないが， これについては成長に

伴う形態の変化とも関連があるように思われる。また，本化石は甲殻は無く鉛脚鉄部のみで

あって完全な標本でないことや， 観察に用いた標本の点数が少ないことなどからその形態

についてはさ らに比較検討する必要がある。ここでは一応ノ コギリガザミScyllaserrata 

( FoRSI<AL）と同定しておく。
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図版説明

Explanation of Plates 

図版1.カニ類の鉛脚欽部化石． a～c，草薙泥層産の右可動指，第l標本 （a，内側面， b,r佼合面，

c，外側面）； d～f，古谷泥属産の右可動指，第2標本 （d，内側面，e，岐合商，f，外側面〕；

g，古谷泥j雷産の左不動指，第3標本〔内側面） ; h, 古谷泥溜産の右不動指，第4標本（外

側面〉．

Plate. l. Chelae of fossil crab. a c, right movabl巴 fingerfrom the Kusanagi mud 〔a,inner 

surface, b, prehensile edge, c, outer surface，×l. 3); d f, right movable fing巴rfrom 

the Furuya mud (d, inner surfac巴p 巴， prehensileedge, f, outer surface, x 1. 3); g, 

l巴ftimmovabl巴fingerfrom the Furuya mud (inner surfac巴， ×l.3〕， h,right immo-

vable finger from th巴 Furuyamud (out巴rsurface, x 1. 3). 

図版2.現生種の／コギリガザミ Scyllaserrata ( FoRSKAL）の紺脚欽部． a～ C ，鳥羽沖産，d

～巴， 浜名湖産 （a，右鉄部外側面； b，右欽部内側面， c，左欽部内側面，d，左可動指

内側面， e，右可動指の内側面〕．

Plate. 2. Chelae of Scylla serrata ( FoRSKAL). Recent. a c, Loe. Toba, Mie Pr巴f.,d e, 

Loc. Hamanako, Shizuoka Pr巴f (a, outer surfac巴 ofright chela，×1. 3 , b, inner 

surface of right chela, x 1.1, c, inner surface of left chela, x 1. 2; d, inner su1 face 

of l巴ftmovable fing巴r,x 0. 8, e, inner sur fac巴ofright movable finger, x O. 8〕．

図版3 ノコギリガザミ Scyllaserrata〔FoRSKAL). a，三重県鳥羽沖産，b，静岡県浜名湖産．

Plate. 3. Scylla S€rrata ( FoRSKAL). Recent. a, Loc. Toba, Mie Pref., x O. 3; b, Loc. Hama 
nako, Shizuoka Pr巴fp ×0. 4. 
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